







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2５ 8８ ４０ 1０３ 
(TeresaHaIik＆EwaNowicka,2002,pp22-23から作成）
表５ヴェトナム人（調査対象）の滞在目的と滞在期間
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図Bワルシャワの交通ネットワーク
〈の家計支出への支援項目が削減され，家計饗が圧迫された。こういう背景を
ふまえて，当時はバザールの売り手も買い手もふつうの人びとが占める状況が
出現した。バザールや道路での売り買いは不十分な家計を助ける歓迎すべき手
段であったのである。
しかし，この状況は短期的なものであった。まもなくビジネスのチャンスを
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求めて旧ソ連から人びとがやってきた。１０年スタジアムは当初からポーラン
ド人の商人たちと旧ソ連からやってくる商人たちとのもっとも重要な取引の場
となっていた。
現在，スタジアムのバザールは週７日間開かれている。特定の祝日以外は年
中無休である。バザールはいまではスタジアム自体の外側に広がっており，ス
タジアムをとりまく周辺部や駐車スペースにまで及んでいる。
インフォーマル・マーケットとしてのバザールは一般消費者向けの小売り業
務と業者向けの卸売り業務の２つの機能をもっている。個々のバザールの規模，
地理的位置，バザールのネットワーク上の階層性などの要素でつよい個性をも
とっている。ワルシャワのスタジアムは，他のバザールに比して規模が大きく，
また「東」に広大なヒンターランドを控えていることから強い卸売り機能に特
徴がある。
一般向けの小売り商人の活動帯は朝５時から午後１時位までで，一般消費者
は９時ころから買い物にやってくる。スタジアムの顧客数は平均１日２～３万
人にのぼり，週末はもっとも入場者が多い。現在は平均10,000人といわれて
いる。最盛期には顧客の60％は外国人といわれたが，近年では40％という。
いつぽう，卸売り業務の時間帯は徐々に早まっている傾向にある。東部国境
の通過が国境管理の強化で困難となり通過の待ち時間が長大化しているからで
ある（図７)。スタジアムに出入りする「東」からの顧客や業者たちはその出
発地（ベラルーシのミンスク，グロドノ，ブジェシチ，ウクライナのルヴフ，
キエフなど）から業者が組織した大型バスや貨物自動車で東部国境を越えて前
日の夕方から夜間にかけて到着する。多くは車内で仮眠してすごし，早朝の４
時ころから忙しく売り買いの業務に勤しむ。売り買いの規模は顧客の事業種や
商品の性格にもよるが，いずれも他への再販売を目的とした卸売りの売買であ
る。出発時間があらかじめ決まっているから，それまでが卸の売り買いのため
の時間帯ということになる。こうして午前10時には大量の荷物を満載した大
型貨物車や大型バスがスタジアムを後にふたたび東部国境を越えて各地に向け
て出発するのが観察できる。ワルシャワで買い付けた商品は各地のバザールで
売られ，かの地の消費者の需要を満たす。こうした１泊２日の行程をともなう
卸機能がバザールの重要な業務内容となっている。スタジアムはポーランドと
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図７国境通過の平均待ち時間（1992）
旧ソ連の国ぐにをむすぶ大規模な物流の結節点の役割を果たしている。
スタジアムを管理するダミス社は，］９９７年７月，スタジアム内外の場所
6,000プロットを募集により貸借させた。さらに割当希望者の補欠として
1,000人がリストされた。借地権の保有者6,000人はダミス社にその代金を支
払う。借地権保有者はさらにダミス社に土地使用料を支払わなければならない。
土地使用料はプロットの場所と質によるが，あるサンプリング調査（1996年，
ダミス社の依頼による調査で420無作為のサンプル調査，sword,Ｋ,1999.,
p,167.）ではlか月７０ドル平均であった。最良のプロットとされるスタジアム
最上段を占めるのは，テーブルや敷き物の上に商品を並べる，もっとも短期的
な商人たちで，家庭用電気製品，道具類，密輸のカセットデッキ，香水，複製
したイコンといったものである。スタジアムの商業的成功の要因はプロットを
借用のために商人たちに相当の大金を用意させたことで，ダミス社はこの成功
を手がかりに，自動車輸入，電気製品販売，ファーストフード経営，サナトリ
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ウムなど経営戦略を多角化している。
この１０年スタジアムのバザールは中央ヨーロッパ最大規模といわれる。そ
の歴史のなかで取引高が最高を示したのは1997年で，バザール関係の就業者
数は３万3,000人にのぼった（表3)。その後はポーランドのＥＵ加盟準備の一
環で東の国境管理の強化が進められるにしたがって取引高は低下してきてい
る。いまでも，バザールには事業者5,000社，就業者約10,000人が活動してい
る。
しかし，スタジアムが支えている人口は，直接スタジアム企業の雇用されて
いる就業者だけではない。さらにパートタイマーとして約1,000人が就労して
いる。くわえて，もっぱらバザール活動に直接関連する企業に約30,000人が
雇用されており，少なくとも業務全体の半分がバザール向けの生産という企業
に雇用されている就業者は約25,000人という。上記をあわせると，およそ６万
人の人びとがスタジアムの必要を充足させるための雇用ということになる。
スタジアムの売上げのほぼ４分の３（７３％）は，衣類である。そのほか，く
つ（7％)，食品（３％)，香水（2,7％)，家庭用品（2.5％）などである。その
ほかにも，電気製品，家庭用掃除機，玩具，自動車アクセサリー，タバコ，ス
ポーツ用品，化粧品，菓子類，ＣＤカセットなどあらゆる消費財に及んでい
る。
ワルシャワのスタジアムで売られる商品の多くは９０年代初期には，ヨー
ロッパ各地やアジアからの輸入品が中心だった。ヴェトナム人がアジア各地か
ら安価な衣類を中心に大量に買い付け，スタジアム周辺につくられたコンテナ
型の倉庫にストックされ，市場の需要に応じて売場に供給するというシステム
をとっていた。しかし，商品輸入に対する課税など制約が強まるにともない国
内での生産システムの開発を進め，現在では商品の８０％（推定）はポーラン
ド国内で生産されている。
1,500以上の企業がスタジアムの業者に商品を供給する業務についているが，
そのほとんどは小規模な個人経営の生産者である。かれらの多く（約６０％）
はワルシャワ大都市圏に立地しており，ポーランド第２の大都市ウーチの周辺
が１５％に及んでいる。輸入品は売上げのわずか１２％程度にすぎず，バザール
の発展が周辺地域の雇用拡大を誘引している。
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1990年代初頭から，ワルシャワのスタジアムに供給される商品の多くは，
ワルシャワ東部周辺のゾンプキ（Zabkiハジエロンカ（Zielonka)，ヴオウオ
ミン（WOlomin）などの近郊都市に無数に蘇生した小さな工場で生産されたも
のである。その多くはガレージ内で数台の機械を有する縫製・編物.仕立工場
からスタートした。現在では，これらの工場経営者は東部国境の隣国ベラルー
シやウクライナから数か月サイクルで往来する若い女性労働者を雇用してい
る。かれらはポーランドの賃金水準のほぼ半額で雇用され，その数はジェロン
カだけで約1,000人と推定されている。
スタジアムのバザールでは，外国人は売場の商人としても顧客としても参加
している。
ポーランド人，ヴェトナム人にくわえて，ロシア人，アルメニア人，ウクラ
イナ人，ベラルーシ人，ブルガリア人，ルーマニア人，アフリカの商人たちが
いる。外国人は公式には借地権の保有はできないことになっている。借地権の
保有はポーランド国民かポーランドに長期居住許可（永住権）をもつ人でなけ
ればならない。しかし，じっさいには容易に抜け道がみつけられる規定であっ
て，現に多くの外国人がバザールの商人として売り買い業務に従事している。
スタジアムのバザールはいま３つのセクターに分けられる。おもにポーラン
ド人，おもにロシア語を共通言語とする人びと（旧ソ連の国ぐに)，アジア人
(おもにヴェトナム人）のセクターである。こうした３つのセクターは明確に
区分されているわけではなく，相互に浸透しあっている。また，取り扱う商品
による空間の区分も観察できる。
４ヴェトナム人社会の特質
さて，スタジアムのバザールのビジネスの中心となった感があるヴェトナム
人の社会集団についてすこし〈検討したい。つぎの実態調査は時期的にはやや
古く１９９７年に実施されたもので，ヴェトナム人のポーランドへの統合度，
ヴェトナム人社会の特徴，ポーランドのヴェトナム人の伝統とポーランドにお
けるその変容などに焦点を合わせたものである。ここでは，ポーランドにおけ
るヴェトナム人の社会生活の現実をうかがい知るという視点で結果を集約す
る。
Hosei University Repository
ポーランドのヴェトナム人３７
調査はポーランドの「ヴェトナム社会文化協会」会員100名（すべてヴェト
ナム人）を対象に調査表による調査，および回答者の中から３０名を抽出した
面接調査によるもので，ワルシャワ大学社会学研究所の研究プロジェクトとし
て実施されたものである。
まず調査対象の100名，ないし３０名の属性を示す。大きく肉体労働者，事
務職，専門職と分けたとき，３０名のうち１４名が肉体労働者（ここではバザー
ルの売り手が主)，事務職が９名，専門職が４名，無職が３名という構成であっ
た。調査で明らかになったことは以下のようである。面接した３０名のなかで
24名が既婚者で，家族をヴェトナムに残している。また家族の一部がポーラ
ンドに滞在している人が２１名である。ここから単身でポーランドに滞在する
のではなく，家族の一部とともにポーランドに滞在し，かつ家族の一部を故国
に残しているという平均像がうかがわれる。家族をあげてポーランドに滞在す
る人は４名であった。また，２名がポーランド人と結婚している。
３０名のうち２４名が子どもをもち，うち２１名がポーランドに子どもがいる。
全体の４分の３以上（23名）はおもな収入源をバザールにおける小売商にもと
めているが，当局に登録した仕事にとして合法的に就業しているものはわずか
3名に過ぎない。
ヴェトナム人同士の社会的関係の強さや程度については，このような結果が
でている。毎日，ヴェトナム人同士であっているのは全体の約１５％で，週に１
回程度あっているが５０％，同国人とあうのは月にｌ～２回程度が１９％，それ
よりさらに少ないが16％である。
ヴェトナム人移民のほとんどが大家族（５～７人）の出身で，多くは家族を
ヴェトナムに残している。全体の８１％がきわめて頻繁に手紙や電話でヴェト
ナムの家族とコンタクトを取っている。家族や故国との接触が乏しいのは
１１％である。ここからヴェトナム人社会は大きく２グループに分けられる。ひ
とつは，ヴェトナムに残してきた家族と密接にむすばれているグループ，もう
ひとつは家族ぐるみでポーランドに滞在しているグループである。ポーランド
に住むヴェトナム人は緊密に結びついた社会を構成しており，－人ひとりは孤
立しないようにふるまい，ヴェトナムからの仲間，友人，知人とできるだけ多
くコンタクトを維持するよう努めている。
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ヴェトナム人が同国人との接触を維持する理由としてもっとも重要なのは，
生のヴェトナム語を聞くことであるという（回答者の93％，複数回答)。つい
でヴェトナムの伝統や習慣を高めること（89％)，７９％の人がヴェトナム人コ
ミュニティの雰囲気を思い起こされることをあげている。また，現実的な要求
として，ヴェトナム人の結婚相手を探している独身者（７５％）とか，就業機
会や生活の情報をえたい（７０％）という希望からという理由も指摘されてい
る。
ヴェトナムの文化と伝統の維持について，以下のような傾向が見られる。
ヴェトナム人にとって正月（Ｔｂt）はもっとも重要な伝統であり，心の安らぐ
行事である。ポーランドにいるヴェトナム人もすべて正月行事を大切にしてい
る。ついで重視されているのが，子ども祭（８６％）と葬儀（６８％）である。
これら２つはながい習俗のなかから育まれた行事で，家族と家庭を基礎にした
伝統的な儀式である。またヴェトナム国家が定めた公式の祝日というものがあ
るが，ポーランドのヴェトナム人はそれを祝うことは少ない（39％)。
ポーランドのヴェトナム人はこうした伝統行事をコミュニティの会食や祝賀
会という形で祝い，しばしば参加者間でプレゼントの交換や親睦を深めている。
また民族の文化や伝統を普及するための講演などがヴェトナム人社会文化協会
の主催で開催され，多くの参加者を集めている。
ヴェトナム人はおもにバザールで小さなビジネスに従事する移民グループの
ひとつであるが，社会的にきちんと組織されており，ウクライナ人やロシア人，
アルメニア人などが犯罪などに巻き込まれることが多いのとは対照的である。
ヴェトナム人はポーランド社会の伝統的な価値や規範を受け入れ同化しよう
としている。かれらは子どもたちをポーランドの学校に通わせ，ポーランド語
を習い，ポーランド語の新聞を読みテレビ番組をみている。多くのヴェトナム
人はポーランド人の家庭や家族と接触をもっている。それはごく自然のことで
あるが，またヴェトナム人がポーランドを長期間にわたって居住したい国と考
えていることでもある。
しかしながら，ヴェトナム人は社会的によく組織されたコミュニティをもっ
ているが，その特徴は対外的には自らの存在を柔軟に順応させると同時に，内
部的にはかれら自身の文化や伝統をつよく維持しかれらの個性を育んでいるこ
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とである。
ヴェトナム人のつくるコミュニティには明確な階層性（ヒエラルキー）が認
められる。コミュニティ内の個々人の立場や位置は，おもに①ヴェトナムにお
ける教育と社会的地位，②ポーランドにおける合法的地位，③ポーランド文化
への適応性（ポーランド語と文化の知識)，④ポーランド社会への統合度，⑤
ポーランドにおける社会的経済的地位などできまってくる。
ポーランドのヴェトナム人社会がなぜこのような高い自治組織をつくりあげ
たのかは興味深い問題である。
現在の指導層はかつてのポーランド留学生・研究者の第1世代であり，じじ
つヴェトナム人社会の中心はまぎれもなくかれらが担っている。「ポーラン
ド・ヴェトナム社会文化協会」は200～300人の元留学生とその家族からなる
コミュニティのエリート層が中心となっているが，かれらは長い期間ポーラン
ドに居住し，ポーランドの市民権や少なくとも長期的居住権をもっている。ま
た，多くはポーランド女性と結婚し，ポーランド語や文化を理解し，ポーラン
ド社会とふかくむすびついている。かれらの中から第２番目の組織である
｢ポーランド・ヴェトナム友好と連帯協会」の中心的役割を果たす人材が送ら
れている。この団体はヴェトナム系移民の全体を組織し，地方にいくつかの支
部をおいて活動している。
かれらリーダーたちは，当初から自らのイメージについて強い関心をもって
いて，プラスのイメージをおしだす努力を熱心にすすめてきた。かれらはポー
ランドのジャーナリスト，政治家，研究者との会見によろこんで応じ，自らの
役割について積極的に説明してきた。これまでの主張では，ヴェトナム人のバ
ザールにおける活動を通してポーランドにあたらしい雇用を拓いてきた，市民
に安価な商品やサーヴィスを提供してきた，ポーランド文化の幅を拡大してき
た，チャリティ活動でポーランド人を援助する，ヴェトナム人に対するメディ
アの誤った情報を是正するなど広範囲な貢献をしてきたという。
スタジアムにはヴェトナム人の売り場が少なくとも1,200（Grzymala‐
Kazlowska,Ａ､,2002）はあるというＣｌ0年スタジアムはヴェトナム人にとっ
ては重要な就業の場所であるばかりでなく，生活上の拠点である。ヴェトナム
人の一定の部分はスタジアムの周辺地域で生活している。そこには，コーヒー
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ショップがあり，ヴェトナム生鮮食材店や，バザール客とヴェトナム人を顧客
とする食堂が約20軒以上はある。ヴェトナム語の日刊紙が３紙発行されてお
り，ヴェトナム人向けの医院，美容室，レンタルヴィデオ店などをもってい
る。
ヴェトナム人はここで情報を交換し共同でマーケット戦略をつくり，また社
会的文化的なイヴェントを企画し基金をたちあげている。スタジアム周辺には
明らかにヴェトナム人コミュニティが形成されている。ポーランドのヴェトナ
ム人は，高いレヴェルの協力と自治組織をもつ自律的な民族集団としての特徴
をもっている。そこに拠るヴェトナム人は既存のヒエラルキーを尊重し，相互
に協力することが義務となっており，もめごとはほとんどがコミュニティの内
部で解決されている。ポーランドのヴェトナム人社会は，その内部に自分たち
の利益と相互関係を維持発展させる必要から密接な組織と関係をつくりあげて
きた民族集団である。
Ⅳおわりに
本稿では1989年以降のポーランドの新しい社会経済システムへの移行のな
かで，これまでに移民（Immigrants）の増加とその役割を，旧来の少数民族問
題との関連や新しい移民社会の形成といった視点から考え，とくにアジアから
の移民としてヴェトナム人社会についてとりあげてきた。
これまでの検討をふまえて，このヴェトナム移民がＥＵ加盟後のポーランド
社会の動向と関係づけてどのような方向に発展していくかについて，さいごに
付言しておきたい。
ヴェトナム人社会の研究でもっとも注目すべき成果はワルシャワ大学の移民
研究グループのハリク教授らの仕事である。教授らはヴェトナム人社会の将来
について４つのシナリオを提起している（Halik,T,，1995,2000;Grzymala-
Kazlowska,Ａ､,2002;，Iglicka,Ｋ・’1999)。
第一に，ポーランドのヴェトナム人社会の中心が，若い年齢層で教育程度が
低く非熟練労働力（非合法移民も含めて）のまま推移する場合，ヴェトナム人
移民は所期の目的（経済的に金を稼ぐ）を果たした後に故国に戻るか「西」へ
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移民するかいずれかの選択となる（図３のTbmporarystay)。その場合，ヴェ
トナム人移民は減少ないし安定化する（あらたな流入者を加味した場合)。
第二に，ポーランドのヴェトナム人（非合法移民も含めて）が長期的滞在許
可（PRP）をもち，「西」にいるヴェトナム人とのネットワークをもっている
場合，かれらはポーランドでの滞在を“TYansitmovement,，とみなし，ポーラ
ンドの友好的な環境と寛容な雰囲気を躯歌しつつカネを稼ぎながら居住権の取
得をまち，「西」への入国の機会をまつことだろう（図３の下段)。
第３のシナリオは，ポーランドのヴェトナム人を現状のまま安定化させ，長
期的滞在許可数を漸増にとどめるというものである。換言すれば，ヴェトナム
人をポーランド社会から隔離して孤立化させることで，安定化を図るというも
のである。言語の障壁があってヴェトナム人のポーランド文化への接近が円滑
に進まない場合には，ヴェトナム人は内的な社会生活を強め，ポーランド社会
から孤立化の方向に進むというものである。
４番目は，ポーランドのヴェトナム人をポーランド社会に徐々に同化させよ
うとするものである。ポーランドで生まれたヴェトナム人子弟が親世代の言語
の障壁に対して橋渡しの役割を担い，ポーランド文化とのつながりを強めてい
くことで相互交流を促進ざせ社会的統合へと進んでいくだろう。かれらの若い
世代がヴェトナム人社会の中心を担うようになれば，ポーランド語と文化の広
がりのなかで，ヴェトナム社会の内部の結びつきが弱体化し，より深い社会的
統合が実現していくとするというものである。
まずヴェトナム人社会の将来について統合化と孤立化という二分法ははたし
て妥当であろうかｃニューカマーとしてのヴェトナム人社会が強力なポーラン
ド文化の大海のなかで存続しうる条件はいかなるものかを考えるべきであろ
う｡じっさい，ベラルーシ人やリトアニア人の社会が存在するのは，そこに言
語・文化・制度などの実質が社会的に整備され，生活の拠点としてコミュニ
ティが確立しており，かつ比較的近いところに民族分布の本体が存在し，たえ
ず情報の交流が可能であるということが前提となっている。ヴェトナム人が故
国からとおく離れた空間でポーランド人の大海のなかで同化されずにかれらの
コミュニティを維持できるであろうか。
これらのシナリオはヴェトナム人社会の将来像を予測するいくつかの選択肢
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のなかで提起されたものであり，論者が指摘するように，じっさいにはこれら
のシナリオが融合したコースをたどるのではないかと思われる。
しかしより重要なことは，ヴェトナム人移民の問題はポーランド政府の移民
政策に対する基本姿勢にかかわる要素であって，移行期社会における新しい移
民（Immigrants）に対してＥＵの一員として基本的なフレームをどのように構
築するかにかかわっている面が大きい。もちろん論者らが指摘するように，時
間の経過が問題の解を導き出すことはたしかではあろうが，移民に対する基本
的なスタンスを確立しより望ましい政策選択に直面している現代ポーランド社
会の切実に迫った政策課題としてよりふかい論議が迫られているといえる。
［2004年１１月９日稿］
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